縦・横断図作成

　　縦・横断データを基に、縦・横断DXFファイルを作成します。
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１．縦断データ → DXFファイル 変換
縦断データをDXFファイルに変換します。
作成ファイル名　――　「　RD_Jyudan.dxf　」
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――　縦断グラフィックで断面を確認します。
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―　縦断Simaデータを表示します。
変換項目

　　　＊　最初の数値は既定値　（変更値は保存されます。）

１．縮尺　――　縦・横の縮尺をコンボボックスより選択してください。　　入力不可
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２．

　　　　　　　用紙サイズ　―　コンボボックスより選択してください。　　入力不可

・　Ａ０横、Ａ０縦

・　Ａ１横、Ａ１縦

・　Ａ２横、Ａ２縦

・　Ａ３横、Ａ３縦

・　Ａ４横、Ａ４縦
・　指定サイズ　――　用紙の高さ・幅を（㎜）入力してください。

[image: image6.png]



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―　４辺の内枠幅を（㎜）入力してください。
[image: image7.png]
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３．

[image: image9.png]


　　　　　　　　　　　　　　――　既定値を表示します。
　　　　　　　・　帯数　　――　MAX = 10 本
　　　　　　　・　DL値　――　最低標高より下の１０m単位

　　　　　　　・　A　　　　――　図面内枠～標高旗上線まで（㎜）
　　　　　　　・　B　　　　――　標高線の長さ（㎜）
　　　　　　　・　C　　　　――　帯タイトル～作図開始位置（㎜）
　　　　　　　・　D　　　　――　帯幅（㎜）

　　　　　　　・　E　　　　――　帯タイトル長（㎜）

　　　　　　　・　F　　　　――　帯と帯との間隔（㎜）

　　　　　　　・　G　　　　――　帯長（㎜）　この長さで１枚に入る縦断の範囲が決まります。

　タイトルボックスの大きさ等を考慮して指定してください。
　　　　　　　・　H　　　　――　図面内枠～帯線まで（㎜）
[image: image10.png]
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――　既定値を表示します。

　　　　　　　　書式　――　帯タイトルの書式（縦書き、横書き）
[image: image13.png]PR




:　チェックの入った項目のみ作成します。

帯タイトル　――　最大８文字
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１列４文字　―　２列まで
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　　　　　　拡　幅　　　・文字が割り切れない場合はスペースを

摺付図　　　　入れて調節してください。
　　　　　　　　　　　　・帯タイトルが決まっていない場合、　空欄
　　　　　　　　表示桁　――　数値が入る項目のみ指定してください。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　――　中心線座標計算の中心線要素を表示します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チェックをはずすと曲線要素図は作成されません。
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　　　　５．
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　　　　　　　　　　　　　　　――　既定値を表示します。

　　　　　縮尺数値　――　（㎜）入力
　　　　　DL値　　 ――　（㎜）入力
　　　　　帯ﾀｲﾄﾙ　　――　（㎜）入力
　　　　　帯数値　　――　（㎜）入力
　　　　　曲線要素　――　（㎜）入力
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――　全ての変換項目を入力したらDXF変換を開始します。

RD_Jyudan.dxf　が作成されます。
[image: image20.png]AR




変換したDXFファイルの表示
別ソフトAuto CAD 等で展開してください。
各項目ごとにレイヤー分けされます。


[image: image34.png](oK)





＊　DL値が途中で変わる場合、既存のファイル名を変えて以下の測点から再作成してください。

＊　起点の点間距離は「0.000」になっております。　違う場合は修正してください。

＊　文字・数値位置は、既定値を基に作成しております。

＊　修正後のファイル名 ：　RD_Jyudan .dwg
＊ 縦断記号は未完成
[image: image21.png]


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　変換項目のレイヤー分け
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２．横断データ → DXFファイル 変換
横断データをDXFファイルに変換します。
作成ファイル名　――　「　RD_Oudan.dxf　」
[image: image23.png]BAE(E




――　横断グラフィックで断面を確認します。
[image: image24.png]HRLFT



――　横断Simaデータを表示します。
変換項目

＊　最初の数値は既定値　（変更数値は保存されます。）

１．縮尺　――　縦・横の縮尺をコンボボックスより選択してください。　　入力不可
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２．

　　　　　用紙サイズ　―　コンボボックスより選択してください。　　入力不可

・　Ａ０横、Ａ０縦

                   　　・　Ａ１横、Ａ１縦

                   　　・　Ａ２横、Ａ２縦

                   　　・　Ａ３横、Ａ３縦

                   　　・　Ａ４横、Ａ４縦

・　指定サイズ　――　用紙の高さ・幅を（㎜）入力してください。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―　４辺の内枠幅を（㎜）入力してください。
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３．
　　　　　　断面配置
　　　　　　　・ 道路方式　――　用紙の左下～右上へ測点順に配置します。
　　　　　　　・ 河川方式　――　用紙の左上～右下へ測点順に配置します。
　　　　　　　・ 縦本数 ――　１列に配置する断面数を入力します。
　　　　　　　・ 列数   ――　配置する断面の列数を入力します。
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　　　　　　・ 測点位置 ――　中心点から測点までの図上距離を（㎜）入力。

　　　　　　・ DL離れ  ――　中心点からDLまでの図上距離を（㎜）入力。

　　　　　　・ DL長    ――　DLの長さを図上距離（㎜）入力。
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――　チェックを入れると中心杭頭標高を表示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丁張り測量等に利用できます。
[image: image33.png]


　　　５．
　　　　　　・ 測点　――　測点の文字高を図上（㎜）入力。
　　　　　　・ GH=　――　GH・FHの文字高を図上（㎜）入力。
　　　　　　・ DL=　――　DLの文字高を図上（㎜）入力。

――　全ての変換項目を入力したらDXF変換を開始します。
RD_Oudan.dxf　が作成されます。
変換したDXFファイルの表示
別ソフトAuto CAD 等で展開してください。
各項目ごとにレイヤー分けされています。　緑色は地物のｺｰﾄﾞ番号です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　変換項目のレイヤー分け

全ての横断図
　　　図面の配置　――　以下の番号順に配置します。


　　　　　　 １１　　　　　　　　　　　　１２　　　　　　　　　　　　１３　　　　　　　　　　　　１４
　　　　　　　６　　　　　　　　　　　　　７　　　　　　　　　　　　　８　　　　　　　　　　　　　９　　　　　　　　　　　　　１０
　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　　　　３　　　　　　　　　　　　　４　　　　　　　　　　　　　５
＊　１枚に入る断面数が途中で変わる場合、既存のファイル名を変えて以下の測点から再作成してください。

＊　修正後のファイル名 ：　RD_Oudan .dwg
＊　横断記号は未完成
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